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・ ユーロ圏の消費者物価の５月速報値は前年比＋1.2％と前月（同＋1.7％）から大きく鈍化した。

主因はイースター休暇時期のズレとエネルギー価格の反動の２点。前年のイースター・サンデー

が４月１日で、イースター休暇が３月と４月を跨いだのに対し、今年のイースター・サンデーは

４月21日で、イースター休暇が４月に集中した。これを反映した航空運賃の上振れ解消（３月：

同▲4.5％→４月：同＋6.8％、５月値は速報段階では非公表）により、コア物価が前月の同＋

1.3％から今月の同＋0.8％に急ブレーキが掛かった。また、前年の４・５月に前年比でみたエネ

ルギー価格の上昇率に断層が生じており（４月：同＋2.6％→５月：同＋6.2％）、今月はエネル

ギー価格の上昇率が同＋5.3％→同＋3.8％に鈍化した。 

・ コア物価の細かい内訳は18日の確報値で発表されるが、前述の航空運賃の上振れ剥落に加えて、

全般に物価の足取りは鈍いものと推測される。速報段階で発表されるエネルギーを除く工業製品

価格は前月から僅かに加速したものの、同＋0.3％と緩慢な推移にとどまった。このところの賃

金上昇率の加速にもかかわらず、サービス価格の明確な加速は確認できない（今月の上昇率鈍化

は前述の航空運賃が影響した模様）。原油先物価格は４月末をピークに下落に転じ、世界的な景

気減速懸念から足元で一段と下落傾向が加速している。このまま原油価格の低迷が続けば、向こ

う数ヶ月の間にエネルギー価格は消費者物価の押し下げ要因に転じる可能性が高い。ディスイン

フレ基調の高まりを受け、６日のＥＣＢ理事会後も追加緩和期待が高まりやすい状況が続こう。 

 

 

■ユーロ圏:消費者物価（前年比） ■ユーロ圏：コア消費者物価（前年比）

注：コア物価は食料・たばこ・アルコール・エネルギー除く 注：コア物価は食料・たばこ・アルコール・エネルギー除く

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏の消費者物価（％）

2018 2019 2018 2019
2Q 3Q 4Q 1Q 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

消費者物価 （前期比） 0.6 0.5 0.3 -0.0 0.2 0.2 0.0 -0.3 0.0 0.2 0.1 0.4 0.1

（前年比） 1.7 2.1 1.9 1.4 2.1 2.3 1.9 1.5 1.4 1.5 1.4 1.7 1.2
コア消費者物価 （前年比） 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.2 0.9 0.9 1.1 1.0 0.8 1.3 0.8
食料/アルコール/たばこ（前年比） 2.6 2.5 2.0 2.0 2.6 2.2 1.9 1.8 1.8 2.3 1.8 1.5 1.6

食料 （前年比） 2.1 2.0 1.4 1.5 2.1 1.6 1.3 1.2 1.3 1.8 1.3 1.1 －
アルコール （前年比） 2.2 2.5 2.5 1.9 2.6 2.6 2.7 2.2 1.9 2.0 1.9 1.3 －
たばこ （前年比） 6.0 5.8 5.4 4.9 5.7 5.7 5.4 5.0 5.0 5.3 4.5 4.1 －

エネルギー （前年比） 5.6 9.5 8.4 3.9 9.6 10.8 9.1 5.5 2.7 3.6 5.3 5.3 3.8

注：消費者物価の前期比は季節調整後。コア消費者物価は食料・アルコール・たばこ・エネルギーを除く。出所：Eurostat


